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サ ー ビス ・ラーニ ングにかんす る一考察

一活動理論か ら 一

若 槻 健

【要 約 】

本論文は、1990年 代に入って米国 において盛 んに行われる ようにな って きたサ ービス ・ラーニ ングについて、そ

の諸側面を明 らかに し、さらに活動理論の視点から光 を当てることで、社 会的相互作用の なかで知識が生みだされ、

学習者 とコミュニティの両方が変化 を遂げてい くとい うサー ビス ・ラーニ ングの特殊性 を浮 き彫 りにすることを目

的 と している。

活動理論 では以下の3点 が学習の前提 となる。①学習者は社会的環境の制 限を受けるこ と、②同時に学習者は道

具 を用いて主体的 に社会的環境 に働 きかけること、③ その働 きかけは他者 との協働で達成 されること、である。活

動理論に沿った立場か らサービス ・ラーニングに光 を当てる と、それは個 人と社会の変化 を目指す もの として理解

す ることができる。 コミュニティの問題 に協働で取 り組み、それ を改善 していこうとすることが学習者個人 にとっ

ては学習その ものであ り、 そこに社会的 に共有 された知識が うまれ る。サー ビス ・ラーニングは学習者の 「内省」

をうなが し、学習者の前 にあるのは以前 と同 じコミュニティで はな くなる。それは、学習者の コミュニティを見る

視点が変わったか らであ り、学習者の働 きかけに よって コミュニティ自体が変化 したか らなのである。

1サ ービ ス ・ラーニ ングと は

サ ー ビス ・ラーニ ング は、従 来 の個 人的 で競 争的 な、 そ して また 、受動 的 で静 的 な学校 学習 の 閉塞感 を

打 開す る もの と して、 アメ リカに おい て1990年 代 に入 った 頃 か ら注 目を浴 び てい る学 習 で あ る。サ ー ビ

ス ・ラーニ ングには様 々 な活動 形態 、 内容 が あ り、 そ れ に取 り組 む者 の年 齢 も小学 生 か ら高校 生、 さら に

は大 学生 まで を含 ん でい るた め に、そ の特徴 を一言 で言 い表 す こ とは難 しいが、 ボ ラ ンテ ィア活動 な どの

コ ミュニ テ ィ ・サ ー ビス と関連 した体験 を通 じて学習 を進 め てい くとい うのが その最 大公 約数 で ある。

サ ー ビス ・ラーニ ングは、 日本 の 「総 合 的 な学習」 の ように、児 童 ・生 徒個 々人 の 学習 のた め だけ の も

ので は な く、 また 「奉仕 活動 」 の よう に社 会 に貢 献 す る活動 を児 童 ・生 徒 に させ る だ けの もので もない 。

それ は、 「サ ー ビス と学 習 目標が 同等 の価 値 を持 ち、 すべ て の参加 者 に とって 互い を高 めあ うプロ グ ラム」

であ る(Sigmon.1994)。 「サ ー ビス ・ラー ニ ン グは提供 され るサ ー ビス と生 起 す る学 習の 両方 に同等 の焦

点 を当て るの と同様 に、 サ ー ビスの提 供 者 と受益 者が 等 し く恩 恵 を受 け る よう意図 的 にデ ザイ ンされて い

る」(Furco.1996)。

サ ー ビス ・ラ ーニ ング に取 り組 むなか で 、学 習者 は支援 を必 要 とす る コ ミュニ テ ィの人 や団体 にサ ー ビ

ス を提 供 し、他 者 と交 わ るこ とで 自尊感 情 を高 め、市 民 と しての責 任感 を身 につ け る と同 時 に、 問題 解決

のた めの様 々 なス キル や批判 的 な思考 力 を獲得 す る ことが期待 され てい る。 こ う した学 習 は、学 習者 が具

体 的 な問題 状況 を抱 えた他 者 にかか わ り、問題 状 況 に対 して他 者 と協働 して働 きか け、 問題解 決 にむ けた

主体 的 活動 に従事 す る こ とを通 じて進 行 す る。他 者 を含 んだ環 境 を 「協 働 的 に」 ・ 「よ り よ く」 変化 させ

てい くこ と自体 が、個 人 に してみ れ ば学習 の過程 なの であ る。

本 論文 で は、 まず サ ー ビス ・ラー ニ ング にはい くつ か の側面 が あ り、 強調 される側 面 に よっ て諸相 をと

るこ とを示 す。続 い てサ ー ビス ・ラーニ ングには 「内省 」 が不 可欠 で あ り、そ れ に よって学 習者 、 コ ミュ

ニ テ ィの 双方 が変 化 を遂 げて い くこ とを 「活 動理 論」 の視 点 か ら明 らか にす る。
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2そ の歴史的背景

サ ー ビス ・ラー ニ ングの起 源 は ケネ デ ィ大 統領 が1961年 に組織 した平和 部隊(PeaceCorpi})に あ る と言

われ てお り、 ボ ラ ンテ ィア活動 の流 れ を引 いて い る。 学習 と して は デュ ーイ やキ ルパ トリ ックの 「経 験学

習 」(expe点entialleaming)・ 「プロ ジェ ク ト学 習」(pr㊤ectmethod)の 流 れ を汲 んで い る。1990年 代 に入 っ て

サ ー ビス ・ラーニ ン グを社 会的 に促 進 した要 因 としては、 第一 に青 少 年問題 の解 決 と学 校教 育の 改革 の必

要性 が認 識 され た こ と、 第二 に連 邦政 府 に よって1990年 と1993年 に制定 された二 つ の法 を挙 げ る ことがで

きる。

青少 年 は コ ミュニテ ィや社 会 か ら切 り離 され て育 って いる。投 票率 もボ ラ ンテ ィアに参加 す る割 合 も低 く、

彼 らの 最大 の関心 事 は金 で ある。 さ らには学 力の 低下 。 コ ミュニ テ ィの大 人 たち は青 少 年 を信 用 して い な

い し、青少 年 の方 も同様 であ る。 コー ルマ ン(1972)は す で に70年 代 の は じめ に、青少 年が 社会 か ら孤立 し、

「生 徒役 割」 に過度 に縛 られ て いる こと を指 摘 し、 経験 学 習 の必 要性 を主 張 してい た。80年 代 に入 っ てか

ら も、 政府刊 行 の レポ ー トで繰 り返 し学 業成 績 を含 ん だ青 少 年 の問題 が指 摘 され て きたi%高 校教 育 の改

革 を提 案 したボ イ ヤー(訳 書.1984)は 青少 年 に コ ミュニ テ ィへ の帰 属 意識 を持 たせ るた め に 「奉仕 体験 」

の実 施 を提 案 してい る。青 少 年 をめ ぐるこ う した状 況 の なかで 、サ ー ビス ・ラーニ ングは、 よ り深 い概 念

の理解 とコ ミュ ニテ ィへ の貢献 の 両方 を可 能 にす る強力 な教 育学 的 オ ル タナテ ィブ として登場 す る こ とと

な る。

サ ー ビス ・ラ ーニ ン グ を促 進 した二 つ の 法律 とは、G.ブ ッシ ュ政 権 時代 のNaεionalandCommuniξy

SelviceAct(1990)と ク リン トン政権 時代 のNationalandCommun藍tyServiceTmstAct(1993)で あ る。前 者 は、

教 育 や福祉 分野 を中心 と した公 的 なサ ー ビス を洗練 す るた め にあ らゆ る年代 の市民 の参加 を促 したが 、そ

の 中の一 つ と して学 校 を基 盤 と したサ ー ビス ・ラーニ ングを提唱 し、 そ のた めの予 算 を組 ん だ。続 い て後

者 は コ ミ ュ ニ テ ィ を 「若 き市 民 の 才 能 と活 力 が 十 全 に活 か さ れ 、 認 め ら れ る場 」 とす る た め に 、

CorporationforNationalService(CNS)を 設 立 し、学校 を基盤 と したサ ー ビス ・ラーニ ングに さ らな る安定 し

た経 済 的基盤 を与 えた。 こ う した動 き と学校 改 革 の気運 が結 びつ いて全 米 レベ ルで のサ ー ビス ・ラーニ ン

グへ の 関心 が 高 まって きた ので あ るiiil。

3サ ービス ・ラー ニ ン グの 諸 側 面 【定 義 、成 果 、 評 価 基準 か ら見 る 】

サ ー ビス ・ラ ーニ ン グの 定義 は さま ざまに な されて いるが 、 その理 由 の一 つ は支持 者 たち の立場 の違 い

に よっ て強調 す る側面 に違 い があ る こ とにあ る。サ ー ビス ・ラーニ ングに は大 き く言 ってサ ー ビス(ボ ラ

ンテ ィア)の 歴 史 と経験 学 習 の歴 史 があ る。 立場 が 違 え ばサ ー ビス ・ラーニ ング に求め る もの も異 なる。

サ ー ビス ・ラー ニ ン グは多 面性 を備 えた包括 的 な用語 だ とい え るだ ろ う。 ビ リグ(2000)に よれ ば定 義 の不

一致 は、 「ボ ラ ンテ ィア」、 「コ ミュニ テ ィ ・サ ー ビス」、 「イ ン ター ン」、 「地 域学 習(fieldstudies)」、「年齢 を

超 えた仲 間の チ ュー ター」 とい った他 の経験 教育 の 形態 と区別す る ときに起 きる。サ ー ビス の側面 が強 け

れ ば、 ボラ ンテ ィア活動 に近づ く し、学 習の 側面 が強 け れば 、従来 か らの経 験学 習 に近 づ く。

定義 の違 い は、 サ ー ビス ・ラー ニ ングが教 育哲 学 な のか、 カ リキ ュ ラム上 の道 具 また はプ ロ グラム ・デ

ザ イ ンなのか とい う立場 に よって も違 い を見 せ る。教 育 哲学 だ とい う人 は、 それ を学校 改 革 の観点 か ら論

じる。 彼 らは サー ビス ・ラー ニ ング を、 学校 を再 び活 性 化す る手 段 と して、 かつ構 築 主義 的理 論 を実施 す

る手段 と見 る。 カ リキュ ラム上 の道 具 だ とい う人 は、 それ を互恵 的 な教授 と学習 の強 力 で活動 的 な形態 と

してみ 、 カ リキ ュ ラム 全体 へ の統 合 を目指 し、 プ ログ ラム と してみ る入 は、 高校 の選択 科 目、 放課 後 の プ

ロ グラ ム、短期 の 活動 と してサ ー ビス ・ラーニ ングを とらえ る傾 向 にあ る。 つ ま り前 者 は根 本 的 な学習 観

の転換 や学 校 改革 を目指す の に対 し、後 者 は既存 の カ リキ ュ ラム に対 す る付 加的 ・補 強 的な もの としてサ

ー ビス ・ラー ニ ング を とらえて い る。

以下 、サ ー ビス ・ラーニ ングの諸 側面 を理 解 す るた めに、 その 「定 義」、 「効 果」、 「実施 の理 由」 につ い

てそ れぞ れみ てい く。



サ ー ビ ス ・ラー ニ ン グ にか んす る一 考 察 一活動 理 論 か ら一 261

【定 義 】

い くつか の団体 、論 者 のサ ー ビス ・ラーニ ン グの 定義 に含 まれ る要素 を取 り出 す と以下 の ものが 挙 げ ら

れ る(Actoflgg3、ASLERI993、NSEEI994、Shumed993、Stanton.1990)。 す なわ ち、「内省 のた めの構 造

化 され た時 間」、 「学習 者 の主体 的 な参加 」、「アカ デ ミ ック な カ リキ ュ ラムへ の統 合」、「思慮 深 く組 織 され

た体験 」、「焦 点 化 された コミュニ テ ィのニ ーズ に応 え る こと」、「学校 とコ ミュニ テ ィの調整(coordination)」、

「学校 で 学 ん だス キル と知 識の 適用 の機 会 」、 「拡 張 され た学 習機 会」、 「他 者 を気づ か う感 覚 の発 達」、 「市

民 と しての 責任 」、 「フ ァシ リテ ー ター と しての 大人(教 師)」 とい った ものが 、 サ ー ビス ・ラーニ ングの

定義 を形成 す る もの とい える。以 下異 なる3つ の 立場 か らその 定義 をみ てい く。

AlliancefbrService-LeamlnglneducationReforln(ASLER.1993)の 定 義 に よれば 「サ ー ビス ・ラ ーニ ング

は、青 少年 が 十分 に組織 され たサ ー ビス経験 へ積 極的 に参加 す る こと を通 して学 習 し、発 達 す る方法 」 で

あ り、 それ が(1)「 現 実の コ ミュニ テ ィの ニー ズ に合 って お り、(2)学 校 とコ ミュニ テ ィの協 働 の なか に調

整 され てお り、(3)そ れぞ れ の青 少年 の ア カデ ミ ックな カ リキ ュ ラム に統 合 されて お り、(4)実 際 のサ ー ビ

ス活動 の 間 に行 っ た り、見 た り した こ とを考 え、 話 し、書 くた めの構 造 化 された時 間 を青 少年 に提 供 し、

(5)新 た に獲 得 した ス キル と知 識 を 自分 自 身の コ ミュニ テ ィで の現 実生 活 の状 況 の なか で使 う機会 を青 少

年 に提 供 し、(6)生 徒 の 学 習が 教 室 を越 えて拡 張 され る こ とに よっ て、 学校 で教 え られ た こ とを増 進 し、

(7)他者 へ の愛 着感 の発達 を促 す」 もの であ る 。 こ こで は学習 が教 室 を越 えて 現実 世 界 に拡 張 され る とい

う面が 強調 されてお り、 学校 での カリキ ュ ラム との関連 が強 く意 識 され てい る。

ギ レス ら(1991)の 定義 は次 の よう な もの であ る。 す な わちrサ ー ビス ・ラ ーニ ングは プ ログ ラムの 一一種

で あ る とと もに、教 育哲 学 で もあ る。 プロ グ ラムの一 種 と して、サ ー ビス ・ラーニ ングはサ ー ビス に関連

したあ る形 態 の内省 や研 究 に取 り組 む一 方で 、生徒 が彼 らの コ ミュニ テ ィや社会 に対 して意味 あ るサ ー ビ

ス を実行 す る こ とが で きる無 数 の方法 を含 んでい る。教 育哲 学 と して、 サ ー ビス ・ラ ーニ ング は、教 育 は

社 会的 責任 と繋 が って いな けれ ば な らず 、最 も効 果的 な学 習 は活動 的 で、意 味 あ る方法 で経験 に連 結 され

て い る とい う信 念 を反映 してい る」(p.7)。 ここで は、従 来 の学校 学 習 に付 け加 え られる もの と してサ ー ビ

ス ・ラーニ ングが ある だけで は な く、 学 習そ の ものの あ り方 を問 い直 し変革 してい こ う とい うこ とが 強調

されて い る。

また、 コ ミュニ タリ ア ンi・〉に と ってサ ー ビス ・ラーニ ング は、青 少 年 が コ ミュ ニテ ィの 一 員 と して責

任 あ る役割 を果 た し、 コ ミュニ テ ィを愛 し、貢 献 してい く心 と態 度 を育 成 す る もの と して あ る。彼 らは 、

学校 とい う場 を子 ど もたちが 「道徳 性」 を形成 す る ため の経験 を積 み、 「価 値」 を伝 達 す る ところ とみ な

してお り、 そ の ため の手段 と してサ ー ビス ・ラーニ ング を奨 励 してい る(A曲ur.2000)。 彼 らが 強調 す る の

は、学 習者 の ス キル ア ップ や ア カデ ミ ック な能 力 の 向上 とい う側 面 よ りも、「責任 あ る コ ミュニ テ ィの一

員」 とい う意 識 を高揚 す る とい う側面 で ある。

【効 果】

ビリ グ(2000)は サ ー ビス ・ラーニ ング につい て の調査 や 報告 を レビュ ー し、 そ の効 果 を以下 の6つ の側

面 に ま とめ た。 た だ し、 ビ リグ自身 もそ のデ ー タの信 葱性 にはつ いて は懐疑 的 であ り、 ここで は、実 際 に

効果 が ある とい うよ りは、潜 在的 可能性 が あ る、 また は期待 されて い る とい う ように理解 した方 が よい だ

ろ う。

・'よ びA・'幸 こ 勤 る 山

★ 個人 的 な発 達 を促 す

★ 「危 険 な」(risk)行動 を しな くなる

★対 人 関係 を うま くとれる ように な り、文 化 的 に多様 な集 団 にか かわ る能力 を育 て る

2「 市 民 の責任 【にか んす る効 果

★ 市民 の感 覚、 社会 的責 任 、市民 と して の能力(citizenshipskins)を や しな う

★社 会 へ の活発 で肯 定 的な 貢献 に対 す る水 路づ け をす る

3ア カデ ミック な学 習へ の効 果

★ ア カデ ミック な能 力(skill)と知識 を獲得 す る
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★ 学 習 意 欲 の 向 上

★ 出 席 率 の 向 上

,4准 路 単 習 でcareerexnlorationandasniration、 へ の 効 果

★職業に関する知識を得、職業についてより現実的な認識を養う

,5学校への効果

★教師と生徒が互いに強い敬意を払うようになる

★全体的な学校の雰囲気をよくする

★教授と学習の議論と、生徒の学習に最適の方法を追求する議論を引き起こす

6コ ミュニティへの効果

★コミュニティの一員として学校や青少年をより肯定的に見ることにつながる

これ を見 る と学 習 者 に とってサ ー ビス ・ラーニ ングは、社 会 的 に責任 の あ る 「大 人」 に なる こ とを促 す

側 面 、学 校 内で の アカデ ミ ックな学習 成績 の 向上 を促 す側面 、 進路 学習 の側 面 、 コ ミュニテ ィの 一員 と し

て の責任 を任 され る とい う側面 を持 ってい る こ とが わか る。

LeamandServeAmedca(199g)v>は 、 サ ー ビス ・ラー ニ ング の効 果 につ い ての調 査 を報 告 してい るvi>が 、

そ こで は① 生徒 へ の効 果② 学 校へ の効 果③ コ ミュ ニテ ィへ の効 果④ 経 済 的効 果 につ い て調査 が 行 われ た。

この なか で生徒 へ の効 果 を測 る指標 と しては以 下 の5点 が用 い られ た。 これ らの項 目か らもサ ー ビス ・ラ

ーニ ングに何 が期待 され てい るの か をはか り知 る こ とが で きる'虹)。

1市 民 的/社 会 的態度(社 会 的責 任感 、文 化 的多様性 の受容 、 リー ダー シ ップ)

2ボ ラ ンテ ィア行 動

3教 育 的効 果(成 績 、 出席 率 、停 学、 進路 意識 、家 庭学 習)

4社 会 的発 達(コ ミュニケ ー シ ョン能 力、 仕事 へ の意識)

5危 険 な行 動(ア ル コール 、 ドラ ッグ、逮 捕 、妊娠 、暴 行)に 関す る もの

【実 施 の 理 由 】

NCES(1999)が サ ー ビス ・ラー ニ ン グ実 施校 を対象 に した調 査 に よれ ば、 公 立学 校 がサ ー ビス ・ラ ーニ

ングを実施 す る理 由 と して挙 げた もの は上位 か ら 「生徒 が よ り活 動 的 なコ ミュニ テ ィの一 員 となる こ とを

助 ける」(53%)、 「コ ミュ ニテ ィの 知識 と理解 を深 める」(51%)、 「コ ミュニ テ ィの現 実 のニ ーズ に見 合 い、

学校 とコ ミュ ニテ ィの 関係 を向 上 させ る」(48%)、 「生 徒 の利他 主義 と他 者 へ の愛着 を育 む」(46%)が 多 い。

続 い て割 合が 減 るが 「生 徒 の個 人 的 ・社会 的発 達 を促 す 」(26%)、 「批 判的 思 考や 問題 解 決能 力 を教 え る」

(19%)、 「生徒 の進路 意識 を高め る」(18%)、 「生徒 の学 校へ の 参加 と態度 を向上 させ る」(16%)、 「中心 的 な

ア カデ ミ ック な科 目の成 績 を向上 させ る」(12%)、 「生徒 の危 険 な行動 を減 少 させ る」(10%)と な ってい る。

この結 果 を見 る と学 校現 場 で は、 サ ー ビス ・ラー、ニ ングは 市民 性教 育(citizenshipeducation)の 側 面 や人格

教 育(moraleducation)の 側面 が 強調 され、 個 人 の批判 的 思考 や 問題 解 決能 力 、学 業 成績 な どはそ れ ほ ど高

い割 合 で は挙 げ られ てい ない ことが わか る。

以 上 「定義 」、 「効 果」、「実施 の理 由」 と見 て きたが 、サ ー ビス ・ラーニ ングの学 習者 に対 す るイ ンパ ク

トは、 道徳 的 な側 面(利 他 主 義 や逸 脱行 動 の減 少 な ど)、 学業 成 績 にか んす る側 面(ア カデ ミック なカ リ

キ ュ ラム との連 関)、 認知 的発 達 の側面(批 判 的思 考 や問題 解決 能 力の発 達)、 コ ミュニ テ ィの一 員 として

の側 面(コ ミュニテ ィに愛 着 を持 ち、責 任 あ る役 割 を与 え られ た こ とで 自尊感 情 を高 め る)と い った諸 側

面 を持 ってい る。そ れぞ れの立 場 に よっ て強調 す る側面 が 異 なるが 、 これ らの組 み合 わせ で サ ー ビス ・ラ

ー ニ ングが理解 され てい る といえ る。



サ ー ビス ・ラ ーニ ング にか ん す る一 考 察 一活 動理 論 か ら一 263

4「 内省」 の 重 視 一自 己 とコ ミュニ テ ィの 変革

サ ー ビス ・ラー ニ ン グは 、 準 備 【Preparation】 → 活 動 【Action】 → 内省IReflection】(→ 賞 揚

【Celebration】)と い う学 習 過程 を通 る(Wade.1997、 中留2000)。 なかで も中心 をなす の は 「活動 」 と 「内

省 」で あ る。 自分 た ちの活動 を振 り返 り、単 に何 がわ か ったの か に加 えて、 どこが 良か った のか/悪 か っ

たのか を理解 す る。 そ の振 り返 りは、 単 に振 り返 りの ため の振 り返 りで は な く、次 回の活 動 を前 回 よ りも

よ り良 い もの にす るた め に な され る もので あ る。従 って学 習過 程 は 「P→A→R→(C)」 であ る よ りもむ し

ろ 「P→A→R→A一 ゆR→A→R→(C)」 とい う よ うに 「活 動」 と 「内省」 の間 に弁証 法 的 関係 が成 り立つ と

考 えた 方が いい だ ろ う(中 留 ・倉本.2001)。

サ ー ビス ・ラー ニ ングが単 な る学校 内 の学習 で もな く、労 働力 と して の コ ミュニ テ ィ ・サ ー ビスで もな

い のは 、 この 「内 省」 が活 動 の 中 に組 み 込 まれ て いる点 にあ る。 「内省 」 を欠 い たサ ー ビス ・ラー ニ ング

は 「た だ体験 す るだ け」 であ った り、 強制 的 に 「や らされ る」 もの であ った りす る。 それ は 「内省」 に よ

って 自分 た ちの活 動 を意味 づ ける こ とに よって は じめて学 習 た りうるの であ る。

自分 た ちの活動 を意 味づ け 、活動 を通 じて獲得 され た(う み だ された〉 知識 を確 認す るこ とは、学 習者

個 人の コ ミュニ テ ィや コ ミュニテ ィの住 民へ の理 解 を深 め る と同時 に、 そ こにあ る問題 点 を解 決す るた め

に環 境(コ ミュニテ ィ)を 変 えて い こ うと働 きか ける こ とで もあ る。 そ れは必 然 的 に学 習者 個 人の変 化 と

表裏 一体 に なって い る。 「活動 」 と 「内省 」 の サ イクル が 、学校 とそ れ を含 む よ り広 い生 活世 界 で ある コ

ミュニ テ ィ とをよ り強 く結 びつ け るの だ とい える。

もちろん 「体験 した だけ」 で も学 習 者 は多 くの もの を得 る こ とが で きる。 日本で 近年 しば しば行 われ る

よ うになっ た 「職 業体 験学 習」 を例 に挙 げる と、生 徒 た ちは体験 学習 の なか に明確 な 「内省 」 の機 会が な

くて も、現実 世界 に衝 撃 を受 け、 また 自分 が社 会の 中で役 立 って い る とい う感 覚 を得 て 自信 が持 て る よ う

にな ってい る(若 槻2001)。 彼 らは体験 後 の感 想文 には、 「仕事 の しん ど さが わか った」、 「自分 の つ くった

ものが売 れ てい くの を見 るの は うれ しか った」、「お 客 さん にあ りが とう と言わ れ て うれ しか った」 な ど と

綴 って い る。 それ だ け、 「体験 」 の もつ 力が 大 きい の も確 か なの だ。 しか しそ こに は、学 習者 が 主体 的 に

環境 に働 きかけ、環境 を変 えて い こう とい う視 点が 欠け てい る。学校 で は出会 えない他 者 と関 わる こ とで 、

そ の世界 の一 員 と して新 しい世 界 を リア ルに知 る こ とはで きるが 、 そ こに起 きる 問題状 況 を 自 らの もの と

して引 き受 け、 その解 決 を 目指す には至 らないの であ る)。 その ため社 会 に対 す る認識 も表 面 的 な ところ

(「仕事 は大変 だ」)で 止 まって しまい、 しば しば 「態度 主義 」 に陥 って しま うお それが あ るので あ る。

カー ンとウ ェス テイ マ ー(1996)は 、 あ る二 つの サ ー ビス ・ラーニ ングの事例 を対 照 的 に捉 え(体 験 した

だ け、 と内省 を最大 限 に生 か した取 り組 み の違 い)、 学 習者 、 そ して彼 らが参 加す るコ ミュ ニテ ィ(サ ー

ビス)が 変革 して い くことが重 要 であ り、 その ため には サ ー ビス が反省 的 思考 や批 判的 分析 と結 び つい て

い なけれ ば な らない こ とを指 摘 して い る。

「体 験 した だけ」 の典 型 は以 下 の事例 で示 され る。高3の ア メ リカ政 治学 コース の生 徒が 民主 主義 と市

民 性@izenship)に かん す る問題 を学 習す る際 に、 自分 で選 ん だ コ ミュニ テ ィ ・サ ー ビス ・プ ロジェ ク トに

参 加す る よ うに促 した。 あ る生徒 は 母親 が妊娠 中 に コカ イ ン中毒 であ った乳 児 のた めの施 設 で働 い た。病

院 の雑 用 や患 者 が予 約 した ところへ行 くの を手 伝 っ た生徒 もいた。 また、 ホー ム レスの 人た ち のた めにサ

バ イバ ル ・キ ッ トを準備 し、 配 った生 徒 もい た。 コミュ ニテ ィ ・サ ー ビス活 動 を見 つ け、そ れ に従 事 す る

こ とに よって、生 徒 た ちは教 室 と しての コミュニ テ ィで彼 ら より も運 の ない人 た ち とふ れあ い、学 習 の興

奮 と喜 び を経 験 した のだ と指導 した教 師 は説 明 した 。

一方 「内省 が しっか り組み 込 まれ た学習 」 では
、先生 と生 徒 た ちは学 習 に と もに取 り組 み 、 まず 共通 の

関心 を同定 し、ホ ー ム レスの 問題 に力 を注 ぐこ とを投 票 して 決め た。 「そ こ ごこの ホ ーム レス現 象 」 とい

う名のユ ニ ッ トは、世 界 中で 、そ して地元 の学 区 の コ ミュニテ ィで ホ ーム レス現 象 が起 きる社 会 的、経 済

的 、法 的、 そ して政 治的 な決 定要 因 を調 べ た。 ホ ー ム レス支 援 グル ー プの人 を呼 ん で話 を聞 い た り、 ホ ー

ム レス に関す る新 聞記 事 をフ ァイル した り、 ホー ム レスの子 ど もた ちに関す る本 を読 ん だ りした。 彼 らは

ホ ーム レス のた め に支援 計 画 を開発 し、2つ のホ ー ム レス支 援 グル ー プ をク ラスで選 び それ に対 して資 金

援 助 を行 った。 クラス全 体 で の、 また小 グ ル ープで の議 論 と作 文 に よっ て、 彼 らは読 んだ本 を振 り返 り、
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ゲ ス ト ・テ ィーチ ャーか ら学 ん だ こと を振 り返 り、 プロ ジェ ク トに従 事 した 際の 自分 た ちの経 験 を振 り返

った。

どち らの例 で も生徒 が 本来 あ るべ き学習経 験 を し、社 会的 問題 を振 り返 り、 カ リキュ ラムの 目標 に結 び

つ いた教 科 を越 えた学 習 の機会 を得 、支 援 を必 要 とす る人へ の思 い や りの大切 さを実感 し、年少 者 に対 す

る支援 の 方法 を見 出す ことを促 した とい う点 で共 通 した成 果 を得 た と報 告 され てい る。

上 記 の二 つ を比較 す る と、前者 で は 「慈 善」 が 強調 され て いる。 サ ー ビス に参 加 し、 それ を振 り返 る こ と

は生徒 の利 他 主義 の感 覚 を養 う。生 徒 た ちは支援 を必要 とす る個 人 や グルー プ を助 ける ため に直接 的、 間

接 的 に時 間 を割 き、力 を尽 くした。 この カ リキ ュ ラム には、 生徒 た ちが サー ビス を行 っ た社 会 的環境 に潜

む病理 の体 系 的 な分 析 に はほ とん ど注意 が む け られなか った。代 わ りに市 民 と しての義 務 の感 覚が 強調 さ

れた。 彼 らが 、住 む家 を失 う人 や コカ イ ンに身 を染 め る妊 婦 を生 み だす社 会的 背景 を明確 にす る こ とを求

め られ る こ とはな かっ た。

対 照 的 に後者 で は、生 徒 は ホー ム レス現 象 の原 因 とそ れ を防 ぐため の戦 略の 体系 的で批 判 的 な分析 か ら

始 め た。 ク ラスは 、経済 的不 平等 、 ホ ーム レスが 子 どもに与 え る影 響 、個 人の 権利 と集 団の 責任 との間 の

難 しい バ ラ ンス につい て議論 した。 生徒 た ちは ホー ム レスの子 ど もたちが書 いた話 を読 み、 ホ ーム レスが

人 に与 える影響 につい て判 断す るエ ッセ イを書 いた。 こ う した 「内省」 に よ り、活 動 した こ との意味 が よ

り明 らか にな り、 さ らに今後 自分 た ちが どん な こ とをす れば いい のか を考 え るに至 った 。 こ こには コ ミュ

ニ テ ィを変革 してい こ う とい う志 向性 が見受 け られ る。

カ ー ンと ウェス テ イマ ー は前者 を 「慈 善(charity)型」、後 者 を 「変化(change)型 」 と名付 け、 そ の特徴 を

以下 の ように対照 的 に ま とめ た。

※ 保 守 的 なCharityと 変 革 志 向 のChange(Kahne&Westheimer1996.p.595)

道徳的側面 政治的側面 知的側面

Charity 施 し(Giving) 市民の義務 付加的

Change 関 わ り(Cadng) 社会の再構築 批判的分析

「変 化型」 のサ ー ビス ・ラ ーニ ングで は個 人の 知 的な成 長 と同時 に、 コ ミュニテ ィ(サ ー ビス)が 再構

築 され 、両 者が 有機 的 に結 びつ くこ とが 目指 されて いる。現 実 の ニ ーズが あ る とい う具 体的 な文脈 にお い

て 、生 徒 がサ ー ビス を受 け る人 を含 む環 境 に働 きか け、 そ の場 で 互 い に応答 しあ うこ と に よ り、 サ ー ビ

ス=学 習 が進 んでい く。 つ ま り具 体 的な場 面 に能動 的 に参加 す る人 と人 との間 に学 習が生 み だ され てい る

こ とが 、サ ー ビス ・ラ ーニ ングで は特徴 的 に よ く見 え るので あ る。

5活 動理論から見たサービス ・ラーニング

サ ー ビス ・ラーニ ン グでは学 習 者が 主体 的 に社会 的環 境 に働 きか け/働 きか け られ る応 答 関係 に よっ て

サ ー ビス=学 習が 深 ま ってい く。 しか し従 来 の学校 内 での蓼 科 学習 で は こう した社 会的相 互作 用 の存在 が

捨 象 され る傾 向 にあ る。 そ こで は具体 的 な状 況 にお ける、異 なる他 者 を含 む環境 との相 互作 用 を通 して学

習が 進行 す るか わ りに、状 況 を越 え た、脱 文脈 的 な知識 を、道 具 の助 け な しに、個 人的 に吸 収す る もの と

して学習 が あ る。 学 習者 は 「知識 」 を受 け取 るだ け の存 在 と見 な され、 彼 らが 環境 に対 して 主体 的 に働 き

か け、環 境 を変 えて い くとい う側面 が見 落 とされて い るので あ る。

レズ ニ ック(1987)は 状況 論 の立 場 か ら学 校 で の学 習 を 日常 生 活で の学 習 との対照 で示 して い る。 そ れ は

1(共 有 され た=分 散 され た認知 に対 す る)個 人的 な認 知,n(道 具 の操 作 に対 す る)純粋 な精神 活動,皿(文

脈 にあ ては め られた推 論 に対 す る)シ ンボ ルの操作,IV(状 況限 定 的な=依 存 的 な能 力 に対 す る)一般 化 され

た学 習 の4点 で あ る。

1.学 校で は通 常 、子 どもた ちは与 え られた 課題 を独 力で(foroneself)解 決 す る こ とが 求め られる。例 え
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ば、算 数の計 算 式 を解 くこ と、本 を読 むこ とな ど。他 人の手 助 け を借 りる こ とは認 め られ ない。 漢

字 がわ か らない子 ど もは本 が 読め ない こ とになる。 しか し 日常生 活 で は、私 た ちは課題 を独 力 で解

決 する こ とは非常 に少 ないの であ る。 複雑 な課 題 に対 して は、私 た ち は他 者 との分 業 によっ てそ れ

を解 決 す る。 ハ ッチ ンス(訳 書 。1992)は 船 の 航行 チ ー ムの メ ンバ ーが 船 の位 置 決 め を分業 で行 う

様 を認知 の分 散 シス テ ムに よっ て明 らか に してい る。 この場 合 、課題 解 決の 過程 か ら結 果 まで をメ

ンバ ー は共有 す る こ とにな るが、学 校 での学 習課 題 はそ れが 全て 個人 の責 任 とな る とい う特 徴 があ

る。

n.学 校 で の学 習で は道具 の 使 用 に制 限 が な され てい る こ とは改 めて 指摘 す る こと もな いか も しれ な

い。 例 えば算 数 の時 間 に計 算 機 を使 用 す る ことは通常 認 め られ てい ない し、歴 史上 の 出来事 は頭 の

中 に暗記す る こと を求 め られ る。 つ ま り 「手 ぶ ら」 の状 態で の 「能力」 が 求 め られるの で あ る。 し

か し日常生 活 で私 た ちは多 くの道具 に依 存 して生 活 して い る。手元 にあ る道具 をわ ざわ ざ使 わ ない

で課題 を 自力 で解 決 しような ど とは しない。

皿。 日常 生活 で の認知 活動 で は、私 た ちは しば しば物 理 的 な条件 や事象 を(そ れ を表象 す る シンボ ル を

利 用せ ず に)直 接 に利 用 して推論 をす る。 しか し、学 校 での学 習 では そ う した諸 条件 を参照 す る こ

とは認 め られず 、純 粋 に シ ンボ ル(計 算:式や化 学式 な ど)を 操作 す る こ とが求 め られ る。

IV.学 校 で は一 般 的で 、広 く使 え るス キルや 理論 的原 理 を学 習す る こ とが期 待 されてい る。 そ こに はあ

る文脈 か ら別 の文脈 へ の 「転 移」 が起 きる とい う前提 が あ る。 しか し私 た ちが 日常 生活 で獲得 す る

ス キル や知 識 とい うの はそれ が利用 され る状 況 に独 特の もの であ る。

具 体的 な社 会的 環境 に働 きかけ る こ とがす なわ ち学習 であ るサー ビス ・ラーニ ングは レズニ ックのい う

「学校 外 学習 」 の特徴 を備 えてい る とい うこ とが で きるだ ろ う。 レズ ニ ックの 指摘 は活動 理論 を前 提 に し

てお り、 活動 理論 か ら光 を当 て る ことでサ ー ビス ・ラーニ ングの独特 さを理解 す る こ とが で きる。 以下 活

動 理 論 を素描 し、 サ ー ビス ・ラー ニ ング を見 る視 点 とす る。

行 動 主義 心理 学 の 「刺 激 →反 応(S→R)モ デル」 が個 人 と対 象 を二分 し、社 会文 化的 状況 を捨 象 し、個 人 を

単独 で分 析 しよう と考 えたの に対 し、 活動理 論 は、 人 間の社 会文 化 的環境 との不 可分性 を主張 す る。高 取

(1994.12頁)の 言 葉 を借 りれ ば、① 「活動 とは人 間 と対 象 の間 の関係 」 であ り、② 「外部 の対 象 に よ り人 間

は規 定 され」 てお り、③ 「活動 の過 程 の なかで 主観性 す な わ ち意 識 が生 まれ る」 とい う。 人間 の行為 とい

うのは 、所 与 の環 境 に なか ば決定 され てお り、 その文 脈 を無 視 して考 える こ とはで きない(レ イヴ とウェ

ンガー訳 書.1993)。 そ してそ の なか ば 自分 を規 定 してい る周 りの環 境 に働 きか けて変化 を与 える(新 しい

関係 を結 ぶ)こ とが 人間 の行為 なの だ と活動 理 論 は主張 す る。 した が って人 間の行 為 は環 境 を含 んだ一 個

の社 会 システ ム と して考 えな けれ ばな らない ので あ る。

【媒 介 】

活 動理論 に とって重 要 な アイデ ィアは、 ヴ ィゴツキ ー によ って もた ら され た 「媒 介」 の概 念 で あ る。 人

間 の行為 は社 会文 化的 環境 と直接 に結 びつ い てい るの で はな く、道 具 を媒 介 に して行 わ れて い る とい う指

摘 で あ る。 こ こで い う道具 とは もち ろん机 、ス コ ップ、 カー ドな どを含 むが 、そ れ に加 えて言 語 をは じめ

と した シ ンボル体系 もそ こ に含 まれて いお り、 そ れは行 為 を媒介 す る文化 と して人 間がつ くりだ した もの

の総称 で あ る。ヴ ィゴツ キー は言語 、記 数 法や計 算 の さ まざ まな形式 、記 憶術 の ため の諸工 夫 、代 数記号 、

芸術 作品 、文 字、 図式 、図 表 、地 図、設 計 図、 そ して あ らゆ る種 類 の記号 な どを心理 的道 具 として例示 し

てい る(訳 書.1987)。

活動 理論 は 「主体 が 道具 を媒 介 に して対象 に働 きか ける」とい う図式 で人 間の行 為 を理解 す る わけだ が、

この 「媒 介」 の アイ デ ィアに よっ て 「一 方 に はデ カル ト主義 的 な個 人主義 、他 方 に は文 化 一歴 史的 な社 会

の構 造 とい う触 れ る こ とので きな い もの、 これ ら両 者の 問 にあ った裂 け 目」 が克服 され た とエ ンゲス トロ

ーム(訳 書.1999.2-3頁)は 指摘 す る。 「人 は もはや 、そ の文 化的 手段 か ら切 り離 して理 解 される こ とはあ り得

ない 。そ して社 会 は、 アーテ ィフ ァク トを使 用 し産 出す る人 々 とい う行 為 主体(agent)な しに理解 され る こ

とは不 可能 な ので あ る」。
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【コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 】

ヴ ィゴツキ ーの 「媒介 され た行 為」 モ デル は分析 単位 が もっぱ ら個 人 に焦 点化 されて いた が、 レオ ンチ

ェ フ らによ って これが集 団 的活動 シス テム のモ デルへ と拡 張 され る こ とへ の可 能性 が示 され た。 レオ ンチ

ェ フは 「原 始 時代 の集 団狩猟 」 とい う有 名 な例 を引 いて 、歴史 的 に発展 す る分業 が いか に して個 人 的行 為

と集 団的活 動 の 間 に決 定 的 な分化 を引 き起 こ したか を示 した(エ ンゲ ス トローム.訳書.1999.3頁)。 人 は多

くの活 動 を単独 で行 って い るの で はな く他 者 との関 わ りの 中で行 って いる。 ヴ ァルシ ナー(1989)は 人 間 と

環 境 との相 互作 用 の中 に 「社 会的 他者 」 を含 ん だ 「個 人 一社 会エ コ ロジ ー的枠組 み」 を提 出 して い る。 こ

の 図式 に よっ て他 者 を含 ん だ環境 との相 互作 用の 理解 が可 能 となった。 高取 は活 動 理論 に コ ミュニ ケー シ

ョンの次 元 を導 入 したの には ロ モ フの功 績 が大 きい と紹 介 して い る。 「ロモ フ は、 個 人 的活 動 は 共 同的

(集団 的)活 動 の派 生 物 で あ り、従 来行 われ て きた よ うに、心 理 過程 を対 象 的活 動 との 関連 の みで研 究 す

るの は片手 落 ちで あ る とい う基 本 的認識 か ら出発 す る。 そ して 、 コ ミュニ ケ ー シ ョンの役 割 は、 第一 に 、

個 人的経 験 の限界 を克服 す る ことであ り、第=二に、コ ミュニ ケー シ ョンの過 程 にお いて伝 達 され る情報 は、

当事 者 にお い てつ くられ、発 展 させ られ 、 よ り正確 にな る とい う ように、 コ ミュニ ケ ーシ ョンそ の ものが

絶 え ざる認識 の過程 で あ り、 第 三 に、 コ ミュニ ケー シ ョンは共 同 的活動 を遂 行す る諸個 人の 共同性 の形 成

を保 障 す る と考 えて い る」(1994.24頁 。傍 点 は筆 者 に よる)。

こう した ロモ フの指摘 は、 学習 が他 者 を含 む具 体的 な社 会文 化 的環境 との相互 作 用の 中で 起 きる こ とを

意 味 して い る。 そ れ は ヴ ィゴ ツキ ーが 「最 近接 発 達 領 域」(訳 書.1970)の 概 念 に よっ て、 また ミー ド(訳

書.1995)が 自我 論 に よっ て説 明 した こ とであ る。 デ ュ ーイの 言葉 を借 りれ ば、 そ れは 「社 会的 な交 わ りを

通 して 、つ ま り、 いろ いろ な信念 を体 現 して い るい ろい ろな活動 に参加 す る こ とを通 じて、彼 は次 第 に 自

分 自身 の精神 を獲 得 して行 くの であ る。 ま った く孤 立 した 自我 の所 有物 とい う精 神 の概 念 は 、 まっ た く真

実 に反 す る考 えであ る。 自我 は、 彼の まわ りの生活 の 中 に事 物 に関 す る知識 が体 現 され てい れば 、そ れ だ

け精 神 を獲得 す るの であ っ て、 自我 は、 自分 ひ と りで 知識 を新 た に構築 してい る個 々独 立 の精 神 で はない

の であ る(訳 書.1975.下.153頁)」 。

共 同 の活動 に従 事す るこ とで、 活動 の参 加者 は それ ぞ れが共 有 され た知識 を構 築 して い く。 私 た ちの 日

常 生 活 は、 お互 い の知 識構 築 過程 に影響 を与 える こ とで あふ れ てい る。 「社 会的経 験 」 が個 人 の利 用で き

る解釈 過 程 を形づ くるの であ る。

他 者 を含 む具体 的 な環境 が学 習者 に与 える影響 を重 視 し、同 時 に学 習者 が 道具 を通 して環 境 に働 きかけ、

変 化 を与 え る(学 習者 一道 具 一環境 の 関係 の再 編)こ とを重 視す る。す な わち社 会 的相 互作 用 の過 程が す

な わち学 習で あ る とい う見 方 であ る。学 習 者個 人 に とって これ は社 会的相 互作 用(人 と人 との問 に起 きた

こ と)の 過程 の 「内化 」で あ る とい え る。 「子 どもの文 化 的発 達 にお け るすべ て の機 能 は、 二度 、 二つ の

水 準 で登 場す る。 最初 は社 会的水 準 で あ り、後 に心 理的 水準 に、 す なわ ち、最 初 は精神 問的 カテ ゴ リー と

して人 々の 問 に、後 に精神 内 的 カテ ゴ リー と して子 ど もの 内部 にあ らわ れ る。 この こ とは、 随 意的 注意 、

論 理 的記 憶 、概 念形 成 、意 志 の発 達 な ど、 いず れ に も同 じよう に当て は ま る。(中 略)言 う まで もない こ

とだが、 この 内化 がそ の過程 その もの を変形 し、そ の構 造及 び機 能 を変化 させ る 。社 会的 関係 、あ るい は

人 び との問 の 関係 が 、発 生 的 に はあ らゆ る高 次 の機 能 お よびそ れ らの 関係 の基 礎 とな って いる」(ヴ ィ ゴ

ツ キー.訳書.1970.212頁)。 ヴ ィゴ ツキ ーや その 支持 者 に とって は、 意識 の 中で の社 会的 な次 元 とい う もの

が そ もそ もの起 源 であ り、現 実 に起 きてい る こ となので あ る。意 識 の個 人的 な次元 は派 生 的、 二次 的 な も

ので あ る。個 人の なか で展 開 され てい る精神 機能 は社 会 的 な コ ミュ ニケ ー シ ョンの過程 の 中 にその起 源 が

あ る(ワ ーチ.訳書.1995.31頁)と み な されて い る。

活動 理論 は学 習 に対 して以 上 の よ うな見方 を示 す。 す な わち、具 体 的 な状 況 にお け る、他 者 を含 む環境

との相 互作 用 を通 して学 習が 進行 す る と見 るわ けで あ る。 つ ま り① 学 習者 は社 会的 環境 の制 限 を受 ける こ

と、② 同時 に学 習者 は道 具 を用 いて 主体 的 に社会 的環 境 に働 きか け るこ と、③ その 働 きか けは他 者 との協

働 で達 成 され る こ と、 と整理 す る こ とが で きる。 活動 理論 に沿 った立場 か らサ ー ビス ・ラーニ ン グに光 を

当 て る と、 そ れは個 人 と社会 の変 化 を 目指す もの と して理 解 する こ とがで きる。個 人 は社会 の条件 に制限

され てい る一 方 で、 自分 た ちの 環境 を変 えて い くこ とが で きる。 コ ミュニ テ ィの 問題 に協働 で取 り組 み、

そ れ を改 善 してい こ うとす る こ と、書 い か えれば学 習 者個 人 と社会 的環 境 との 関係 を編 み直 してい くこ と
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が 学習 者個 人 に とって は学習 その もの であ り、そ こに社会 的 に共 有 された知 識 が う まれ る。 「内省 」 を含

むサ ー ビス ・ラー ニ ングに取 り組 め ば、学 習者 の前 にあ るのは 以前 と同 じコ ミュニ テ ィで は ない。そ れ は、

学 習者 の コ ミュニ テ ィを見 る視点 が変 わ った か らで あ り、学 習 者の働 きか け に よって コ ミュニ テ ィ自体 が 、

変 化 した か らで あ る。

前節 で見 た 「変 化型 」 の サ ー ビス ・ラー ニ ングは まさ にそ の典 型 とい える。 そ の こ と をジ ェニ ングス

(2001)の 実践 報 告 で 確 認 して お こ う。 ジ ェニ ング ス は読 み 書 きに難 の あ る中 学 生 た ちが 取 り組 ん だWe

C.AR.E.とG.R.0.W.と い う二 つ の プロ グラ ムを報告 してい る。

WeC.A.R.E.は 幼 稚 園の 子 どもた ち に絵 本 を読 み 聞 かせ てや る とい う活 動で あ る。 彼 らは読 み を得 意 と

してい なか っ たが、 子 ど もた ち に読 み聞 かせ る とい う現 実 に価値 が あ る活動 に参加 す る ため に練習 に練 習

を重 ね た。 そ して読 み聞 かせ の後 に は どこが よか った か、 ど こが う ま くいか な かっ たか、 よ りよ くす る に

は次 回 どう した らい いの か をデ ィス カ ッシ ョンに よって振 り返 った 。そ の結 果、 中学生 は幼稚 園児 の読 み

をの基礎 づ け を支 援 す る と同 時 に、本 人 に とって は 自分 の読 み の能力 を高め る ため に適 切 な手助 け となる

教 材 で練 習 で き、読 み の能 力 を向 上 させ る こ とに なった 。G.R.0.W.は 近所 の シニ ア ・セ ン ター を訪 問 し、

お年 寄 りた ち に人 生 の聞 き取 りを行 い、そ れ を まとめ る とい う もの であ る。生 徒 た ちは まず イ ンタ ビュー

の訓 練 を受 け、 それ か ら訪 問 に向 か った。生 徒 た ちはお 年寄 りの話 し相手 にな る と同時 に、 イ ンタ ビュー

の技術 や文章 を書 きま とめ る能力 を発達 させ た。 さ らに豊 か な経験 と知識 を持 ってい るお 年寄 りとの交 流

を通 して共感 し合 える関係 を築 い た。 中学生 とお年 寄 りた ちは たが い に相 手 を必 要 と しあ う関係 を築い て

い った の で あ る。 イ ン タ ビュー は最 終 的 に は一冊 の本 に まとめ られ、 地方 図 書 館や 、歴 史 博 物館 、 シニ

ア ・セ ンター な どに寄贈 され た。 この二 つ の プロ グ ラム を通 じて、生徒 たち は読 み書 きの 能力 を向上 させ

る と同時 に、 本物 の役割 を与 え られ た こ とに よる コ ミュニ テ ィへの 帰属感 や 自尊感 情 の高 ま りをみ せ た。

この プ ログ ラムに よっ て学 習 者 は、読 み書 き能力 を向上 させ た だ けでは な く、それ まで は他 人 で あっ た、

小 さな子 ど もた ちや高齢 者 に対 して理解 を深 め 、認識 を変 える こ とにつ なが った。 そ れ まで高齢 者 は 「た

だの 年寄 り」 くらい に しか思 って い なか ったの が、 実は豊 か な経験 と知識 を有 した人生 の先 輩 であ る とい

うこ とに気付 いた ので あ る。 また、 小 さな子 ど もた ち に うま く読 み 聞かせ をす るため に子 どもた ちを観察

し、 自分 た ち を観 察 して仲 間 と相談 す るな かで 、問題 を見 定 め その解決 へ の方 策 を立 てて い った。 自分 た

ちの 活動 とサ ー ビス の相 手(環 境)を 振 り返 り、次 の 活動 を行 って い くとい う こ との く り返 しω で 学習

が進 んで い くとい う、活 動理 論 に典 型的 なパ ター ンを ここに確認 す る こ とが で きる。

6お わりに

本稿 で は、サ ー ビス ・ラーニ ングに は 「内省 」 が不 可欠 で あ り、 そ れ に よって学 習者 、 コ ミュニ テ ィの

双 方が 変化 を遂 げ てい くこ とを 「活動 理論 」 の視 点 か ら確 認 して きた。 サ ー ビス ・ラーニ ン グは、サ ー ビ

ス 活動 に従事 す る なか で 自己や コ ミュニ テ ィに対 す る深 い理解 を獲 得す るこ と を可 能 にす る。 デュ ーイ は

「知 識」 につい て次 の よ うに指摘 す る。 「行 動 の所 産 として以外 には、真 正 の知識 や 実 り豊 かな理解 とい う

よ うな ものは存 在 しない、 とい う こ とで あ る。知識 の発 達 や、 説明 した り正 しく分類 した りす る能力 の発

達 に欠 くこ とので きない諸事 実 の分析 及 び再 配置 は、 まった く精神 的 に 一つ ま り、頭 の 中 だけ で一成 し遂

げる こ とので きる もので は ない 。何事 か を見 出 した い と思 え ば、事 物 に対 して何 事 か をな さな けれ ばな ら

な い。 つ ま り、情 況 を変更 しな けれ ば な らない ので あ る」(訳 書1975.下,124-125頁)。 サ ー ビス ・ラーニ

ング に よって生 みだ され るの もま さに こう した 「知 識」 だ とい うこ とが で きる。教 科 書 に書 かれ た確定 さ

れ た 「知識 」 では な く、 「実践 知 」、 「臨床 の知」(中 村.1992)と 呼べ る もの が 、 そ こに具現 化 されて い るの

で あ る。
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<注>

i)米 国 政 府後 援 に よ る民 間 ボ ラ ンテ ィ ア組織 。 発 展 途 上 国へ 、工 業 ・農 業 ・教 育 ・衛 生事 業 の普 及 ・指 導 を 目的

にボ ラ ンテ ィア を派 遣 す る 。

ii)例 え ばNationa正CommissiononExcencnceinEducation(1983)。

iii)サ ー ビス ・ラー ニ ン グの普 及 の 現状 に つい て の統 計 的 デ ー タは以 下 の通 り

1984年 1999年

サー ビス ・プログラム実施高校27% コミュニティ ・サー ビス を組織す る公立 学校

64%、 公立高校 では83%

サー ビス ・ラーニ ング実施校9% サ ービス ・ラーニ ングを実施す る公立学校 は

全体の約32%・ 公 立高校では46%

【ビリ グ(2000)お よ び、NCES(1999)よ り作 成】

iv)個 人 主 義 的 な リベ ラ リズ ムの 風潮 に異 を唱 え 、共 同 体 の価 値 や 理念 を重 視 し、人 々の連 帯 を主 張 す る人 々 。

v)CNS配 下の 組 織 。サ ー ビス ・ラ ーニ ングの 普 及 を 目 的 とす る 。

vi>17校 ・約looo人(統 制 群 を含 む)を 対 象 に した。 対 象群 はサ ー ビス ・ラー ニ ン グの 「先 進 校 」 が 選択 され た。

面)同 様 に、 評 価 の基 準 か ら もサ ー ビ ス ・ラー ニ ング に求 め られ て い る もの を知 る こ とが で きる。 これ につ い て は

ASLER(1993→1gg5)の 評 価基 準 、NationalSelvice-LeamingCooperaIive(1998)の 「サ ー ビス ・ラー ニ ングの 基本 要

素」、Shumer(2000)の 評 価 基準 、Wade(1997)の 「質 の 高 い サ ー ビス ・ラ ーニ ン グの不 可 欠 な 要素 とは?」(pp.20-

23)な どを参 照 。

面)も ち ろ ん仕事 が う ま くで きる よう に と、 試 行 錯誤 した り職 場 の大 人 た ち に教 わ っ た りす る こ と もあ るが 、 そ れ

は偶 発 的 に起 き る もので あ り、必 ず しも起 きる とは 限 らない 。

ix)そ れ は 、 フ レ イ レ(訳 書.1979)に い わせ れ ば 「意識 化 」 の過 程 であ る とい う こ とに な るの だ ろ う。
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AStudyofServ北eLeaming

一Fromaviewpointof `TheoryofActivity'

WAKATSUKIKen

InthispaperIwouldliketomakeclearfromaviewpointof`theoryofactMty'thattheservice

leaminghasmロ1tiplefゑcets,andinwhichboεhleamersandcommunitieschangelnteracεivelyasleamlngpr㏄eeds.

Thegistoftheolyofserviceleamingthatleamingcomesffominteractionwlththes㏄ialenvironmenthassomething

incommonwith`theolyofactivity,inVygotskianSchool.Theessencesof`activitytheory,areasfbllows.

Hrst,1eamelsa1esu切ecεedtoεheinfluenceofεhes㏄ialenvimnment.Second,1eamersacωnεhes㏄ialenvimnmθnt

withthevariouski口dsofartifacts.Finally,learners,activitiesonthesocialenvironmentpositivelyare

accomplishedincollaborationwithothers.Judging丘om`theoryofactivity',theserviceleamingisassumedto

aimaIchangingboεhleamersandthes㏄ialenviハo鋒ment.Inεhepr㏄essofwolkingwithothersinacollabor飢ive

wayandtryingtochangethes㏄ialenvironment,shared㎞owledgeiscreated.Throughserviceleaming,which

promotestherefl㏄tionofleamers,thecommunityappearstobenovelanddiff¢penUhanbefbretoleamers,because

a】eamer'sviewpoinεandcommunityitselfhaveb㏄nchanged.


